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中学生・高校生の携帯電話利用に表れた
コミュニケーション・ルール（３）

−「社会調査及び実習１」2014による調査をもとに−

藤本　一男・山尾　貴則

概　要
　本稿は、本学人間文化学部で開講されている「社会調査及び実習１」で実施された調査の報告で
ある。調査のテーマは中学生・高校生の携帯電話利用実態の把握であるが、前回、前々回（2013、
2012実習）と同様に、それらを踏まえながらも「携帯電話利用の中からどのようなコミュニケーショ
ン・ルールが見出されるか」を中心的な調査課題としている。今回は更にLINE利用に関する質問を
追加し、対面／非対面コミュニケーションの選択が、性別や学年（年齢）といった回答者属性によ
るものと、LINEなどの利用／非利用によるものに区分できる可能性の示唆を得た。加えて、それを
踏まえて、リテラシー教育の課題をさぐる手がかりを提示する。

KEYWORD：中学生、高校生、ケータイ、スマホ、LINE、友人、リテラシー

１　調査の概要
1.1　調査の目的

　本調査は、本学人間文化学部で開講されている「社会調査及び実習１」という科目にお

ける学生実習として実施された。調査のテーマは中学生高校生の携帯電話利用実態把握で

ある。前回、前々回（2013、2012実習）から、「携帯電話利用の中からどのような友人観

や友人との関係の取り方、そしてコミュニケーション・ルールが見出されるか」を中心的

な調査課題とすることにした１）。さらに、今回はLINEの利用をめぐった設問を設け、急

速に拡大しているLINE利用とコミュニケーション・ルールの関係に注目していく。

1.2　調査の対象

　2007年以降、継続して調査にご協力いただいている宇都宮市内の中学校と高等学校それ

ぞれ１校ずつに、今回も協力を依頼し在校生全員を調査対象とした。

　回答者数は、合計で1287レコードである。その中で、学年不明１、性別不明11。これら

を無効レコードとして残りを有効なレコードとし、更に、シングルアンサーであるにも

かかわらず複数回答しているものは、NA（無効）として処理し、残りを分析対象とした。

有効回答は、1275レコード。詳細は、2.1の回答者属性を参照されたい。
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1.3　調査の期日

　中学校、高等学校が夏休みにはいる直前である2014年７月上旬の夏休み前のホームルー

ムを使って調査していただいた。それに間に合うように６月末日には、調査票など必要な

ものを当該校に持ち込んでいる。

1.4　調査事項

　回答者属性として性別と学年を聞き、全体の設問は問1から問30で構成されている。調

査票は、A-1に添付されているので実際の質問内容はそちらを参照されたい。

　設問は以下のように構成され配置されている。

　１）回答者の基本属性として、学年、性別。

　２）問１ネットサービスの利用状況（３つまでのMA）

　３）問２ケータイ、スマホを利用し始めて、どのくらいの期間がたっているかを質問。

利用していないものは、問３へ進んだあと問26（利用／非使用共通の設問－パートＢ）

へ。

　　　利用しているものは、問４～問25（パートＡ）を回答する。

　４）パートＡ　最初に、使用している機種（従来型携帯電話いわゆるガラケーか、スマ

ホか（問４）、LINEを利用しているか（問５）。

　　　つづいて、「連絡先」に付与している重要度を聞くために、クラスメート、初めて

知り合った人になにを伝えるかを聞いている（問６、７）。また、開示する必要がな

いと思っているものも確認した（問８）。更に、自分の、また、友人の連絡先を他の

人に伝える場合の条件となる事項、可否について質問（問９、10、11）。

　　　次に、「応答の仕方」に関係する設問をもうけている。返信をすぐにしなくてはな

らないのか否か。自分はどのくらい返信するか（問13）、相手にはどのくらいでの応

答を期待するか（問14）、また、友人と会っている場面で着信した場合、その場で応

答するか、友人との関係を配慮して応答するか（問15、16）を聞いている。また、相

手がすぐに応答できるかどうかを配慮してメッセージを送るかどうかを、問12、17で

聞いている。

　　　メールやLINEでしか相手に言えなかったことの経験の有無、また、相手に意図が

伝わらなかった経験を、問18、19で聞いた。

　　　今回、注目しているのは、LINEの普及による反応だが、以下の設問を設けている。

　　LINEなどで切りどきがわからなくなった経験の有無（問20）、どのようなメッセージを

多用しているか。つまり、スタンプ、短い文、文章＋顔文字（あり／なし）、など（問

21、22）。

　　　更に、どのような機能を利用しているかを聞いている（問23、24、25）。
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　５）つづいて、パートＢでは、携帯、スマホの利用の有無に関係なく、すべての回答者に、対

面コミュニケーションを選ぶか非対面コミュニケーションを選ぶかを聞いている。想

定している場面は、告白をされる／する、場面。謝罪をうける／する場面、である（問26、

27、28、29）。

　　　最後に今後利用していきたいインターネットサービスについて聞いた（問30）。

1.5　調査の方法

　６月上旬、調査票＊のドラフトができあがった時点で実習参加学生による予備調査を行

い、検討用データを収集した。これを用いてマークシート回答用紙（A-2）＊からのデータ化、

エラー処理の実際のトレーニングを授業の中で行い、本調査への準備を行った。

　こうして、準備された調査票を用いて、中学、高校の各クラスのホームルームを使って

調査していただくべく担任の先生宛ての調査協力依頼・手順書＊を作成し実査をお願いし

た。すべての調査の終了を待って、学生が回収にうかがった。

　なお、調査実習の一部として、各校校長先生宛ての調査協力の「依頼状」＊の作成も行い、

その書面を用いた実施協力依頼を行っている。

　＊印が実習過程で学生たちが作成するもの。

1.6　集計及び結果の公表

　2014年11月08-09日に開催された「作新祭」の際に、第３教育棟エントランスの壁面を

利用し、調査データ分析の中間的なパネル報告を行った。その時に用いた資料の一部、ま

た、様子については、A-5を参照。

　また、本論文によって、特徴的な回答を中心に報告を行っている。なお、単純集計の一

覧は、A-3に添付されている。全体に対する分析結果は、集計データ（R、Excel）ととも

にPDFファイルで作成されている。

２　調査の分析
2.1　回答者属性

　集計の詳細はA-3の表「回答者属性」を参照。このデータをもとに学年と性別について

作成したmosaicplot２）を以下に示す。学年の人数、性別の分布など、女性の方が若干多い

が（52.6%）、ほぼ同程度であると評価する。
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2.2　生徒たちは何を使っているのか。ネット・サービスの利用状況

　まず最初に問１で、どのようなネット・サービスを利用しているかを聞いている。ここ

での回答は、ケータイなどのモバイルデバイスに限らず、パソコンからの利用も含まれて

いることになる。

　中学生、高校生に共通なのは、LINEとメールの利用度である（LINE68.4％　メール 

45.6％）。Facebook、mixiなどのSNS系は、ほとんど利用されていない（FBは6.7％）。なお、

Twitterの利用は、中高で大きな違いが確認され、高校生では60％の利用があるが、中学

生では、17％しかない。

　ここでのサービス利用度を、総務省の情報通信利用状況のデータ［総務省 2014］やベネッ

セなどの調査［ベネッセ 2014］と比較すると３）、LINEの利用率の高さは同程度であるも

のの、Facebookやtwitterの利用率は低い。この低さの理由はどこにあるだろうか。また、

このことはネットサービス全体の活用度にも関係している可能性がある。

2.3　ケータイもしくはスマートフォンの利用期間（問１）

　この回答が明らかにした傾向は、従来と大きな変化はない。すなわち、中学生のうちは、

徐々に所持しはじめ、高校生になるとほぼ100％が所持する。中学生では、女子の所持開

図２　ネットサービス利用状況　全体、中学、高校

図１　回答者属性（学年×性別）
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始が男子より早く、また、多い。高校生は、ほぼ100％の所持とはいえ、数％の生徒が使っ

ていない。

　中学生の所持率の変化を2012年度、2013年度調査と比較してみたところやはり、１年生

の所持率は微増している（図４）。

　不所持の内訳をみると、2013年度調査での不所持高校生は「自らの意思でもたない」と

いうものであったが、今回は親の反対も現れている。ただ、高校生の不所持が合計で８

名しかおらず、割合を論じるには無理がある。中学生の不所持は、47.8％いるため不所持

の分析が可能である。親の反対（54％）、自分の意志（46％）と若干ではあるが、親の反

対が多くなる。この「自らの意思でもたない」というのは2013年調査とほぼ同率である

（45.7％）。

　LINEの利用については、高校生のほぼ全員が利用している。そのため、LINEの利用非

利用がもたらす影響の検討については、中学高校全体を対象とするのではなく、中学生を

分析対象とすることにする。

2.4　学年、性別とあわせて回答者の属性として評価したい項目

　回答者の基本属性は、学年、性別であるが、これに、以下のものを加えたクロス集計を

行い、回答を検討していく。問２：利用期間の長さ。問４：使用している機種（スマホか

ガラケーか）、さらに、問５：LINE利用の有無、である。

　問４の回答をみるとケータイ利用者の、中学生の80.7％が、高校生は96.3％がスマホを

使用している。中学生のスマホ所持率は、高校生よりも低いのだが、学年・性別でみると、

中学生のうち中２女子が、高校生と同じパターンで所持していることがわかる。このこと

は、LINEの利用率と相関しており、他の設問の回答をみていく時の基準枠となる。

　つまり、高校生は、ほぼ全員が、スマホを利用しており（95％）、かつ、LINEを使って

いる（95.3％）。中学生は、学年があがるにつれ、携帯、スマホの所持率があがり、所持

者の中でもスマホは80％程度、LINEの利用率は、70％である。

　なお、問４問５の結果に対して、対応分析３）を行ったものを以下に示す。

図３　問２．ケータイもしくはスマートフォンを
使い始めてどれくらい経ちましたか

図４　中学生の所持動向の経年変化
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　この図からわかるように、スマホ／ガラケーとLINE利用の有無には高校生クラスター

と中学生クラスターを確認することができ、中２女子は、高校生クラスターに位置してい

ることがわかる。これは、スマホ所持がLINE利用の条件になっているからである。

　以上の傾向を前提にしながら、ネットサービス（SNSやメール）の利用、また、対面、

非対面コミュニケーションの現状をみていきたい。

2.5　生徒たちは「すばやく応答する」ことを迫られているのか

　携帯電話、スマートフォンなど携帯デバイスの普及によって、空間的なきれめがなくなっ

ている。かつては学校が終わって「じゃあね、また明日」といえば、友達とは別の時間空

間が待っていたのだが、これら携帯デバイスを介したコミュニケーションの普及は、その

境目をなくしてしまった。そして、パソコンとは異なり携帯デバイスは装置の「そばに居

なかった」という状況はないものとされるため、応答がないという状況は、応答する意志

がない、つまり無視（シカト）しているものと解釈されることになる。そのため、生徒た

ちは「すぐに応答すること」を迫られていると言われている。それがどのような、どの程

度のものであるのか、見てみたい。

図５　使用機種と学年・性別の対応分析

図６　LINE利用と学年・性別の対応分析
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　問13は、友人からメールやLINEなどでメッセージがきたら、どのくらいのタイミング

で返信するかを聞いている。以下に問13を学年・性別でクロス集計したものに対する対応

分析の結果を示す（図７）。

　ここには、三つのクラスタを見出すことができる。原点（ここが全体の平均）周辺に、「30

分以内」「１日以内」が位置し、左側に「１時間以内」「時間は関係ない」が、また、右側

には「すぐ（５分以内）」が位置している。そして、左側には、高校２年、３年の女子（左

側）が、右側には、中学２年男女、中学１年女子、が位置し、残りが、中心部に位置して

いる。中心部は、30分以内の周辺に中３男、高１男、が位置している。

　ここからわかるのは、中学２年生がすぐに返す傾向が強いということである。なお「時

間は関係ない」という回答は「気にしていない」ということであって、返事がこなくても

よいということではないのは、いうまでもない。この傾向とあわせて問14の相手への応答

時間の期待をみてみる（図８）。

図７　メッセージ応答時間と学年・性別の対応分析

図８　応答期待時間と学年・性別の対応分析
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　こちらにもクラスタが形成されているが、中心（平均）に集中した布置になっている。

中心部分には、「時間は関係ない」「１時間以内」「30分以内」が位置し、「すぐ（５分以内）」

が右側にある。そのそばには、中学２年女子が位置している。これは、図７とあわせてみ

れば、中２女子は、自分の応答も相手への応答の期待も「すぐ」を求めているということ

である。

　なお、問13（自分の応答）と問14（相手への応答の期待）のクロス集計したものを、対

応分析すると、図９のようなプロットが得られ、相手に期待するように、自分も応答しよ

うとしていることが

わかる。

　ここにみるように、

「自分が応答する」傾

向と「相手に期待す

る」傾向は、ほぼ対

応しているとみるこ

とができる。これを、

agreemnetplotで確認

したものが、図10で

ある。

　以上の傾向を踏ま

えて中学高校での回

答をみていく。自分が30分以内に応答するの

は中学53.3％（内５分以内29％）、高校41.9％（同

19.5％）で、相手に期待する応答時間は、30分

以内が中学42.6％（同13.2％）、高校33.4％（同

10.8％）である。「ただちに応答」を５分以内

と解釈すれば、中学29％／42.6％（自分／期待）、

高校19.5％／10.8％（同前）である。これはベ

ネッセ調査［ベネッセ 2014］での「すぐに返

事する」の半分の割合である。また、今回のデー

タに限ってみれば、中学生より高校生の方が

「すぐに返事」の割合が少ないが、これが成長

とともに訪れる傾向なのか、時代的な要因に

よるのかは今後の調査でも注視していきたい。

図10　問13、14の一致度の確認

図９　自らの応答時間（問13）と相手に期待する応答時間（問14）のク
ロスに対する対応分析

１　５分以内
２　30分以内
３　１時間以内
４　１日以内
５　無制限
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2.6　注目するコミュニケーションパターン。

　ケータイなどの普及によって、間接的なコミュニケーションが身近になっていることか

ら、これらの普及以前には、想定されなかったような場面でも、間接コミュニケーション

が広がっているのではないかと、我々は想定した。

　設定した状況としては、好きな人に告白される（問26）、告白する（問27）、また、喧嘩

などのあとに謝罪される（問28）、謝罪する（問29）という場面である。

　この４つの場面に共通するものは、どの場面にも「誠意」が求められるということであ

る。そのうえで、「告白される／する」と「謝罪される／する」にはつぎのような違いを

想定することができる。「告白」に関しては、相手が承諾するかしないかは行為の遂行にとっ

ては二義的なものである。勿論、相手の承諾を得るべく告白という行為があるのであるが、

相手が受諾しなくても、行為としての告白は成立する。これに対して、謝罪の場合は、相

手が受諾しなければ、行為自体が成立しない。ここに、誠意に込められた「本気度」の違

いを前提にした。

　こうした想定のもと、「非対面」の選択にどのような要素が関与しているのかを見る。

　回答をみると告白（問26、27）も謝罪（問28、29）も共に、対面の選択の方が多い。し

かし、注目したいのは「非対面」である。図11は、性別とLINE利用経験でクロス集計し

たmosaicplotを示している。

概要はこの図で把握できるが、各変数でのクロス集計の結果をみていたい（表1）。

　学年は全てに関しては有意であるが一定の傾向を見いだせるわけではない。利用経験（問

２）との交互作用をみる必要がある。

　他方、告白では性別が独立ではない。これは、女子の方が男子よりも非対面の選択をし

ていることによる。

　謝罪のほうでは、性別は独立であった。しかし、ここにLINE経験の有無が有意に効い

ている。つまりLINE経験者に非対面を選択する傾向があるということである。

　このことは、LINE経験が謝罪行為においても非対面状況をよしとする要因となってい

ることを示唆している。但し、高校生はほぼ全員がスマホ利用者であり、LINEを使っ

ているという状況にあること、また、中学生でもスマホ利用者は拡大しており、同時に

LINE利用も拡大していることから、今回設定した「謝罪」に類する誠意が求められる行

為への態度を聞く設問をあらたに投入し、交互作用を考慮した分析が必要であると考えて

いる。
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問26 問27 問28 問29
告白される 告白する 謝罪される 謝罪する

LINE 独立
p = 0.9

独立
p=0.34

独立ではない
p=0.007

独立ではない
p=0.015

学年 独立ではない
p=0.008

独立ではない
p=8.74e-6

独立ではない
p=0.043

独立ではない
p=0.02

性別 独立ではない
p=0.008

独立ではない
p=0.001

独立
p=0.25

独立
p=0.74

　このように、告白と謝罪によって、影響が有意となる変数が異なることがみえてきた。「さ

れる/する」による違いは、告白に関してはあるものの、謝罪に関しては、違いはなく傾

向としては同じである。

　告白の場面に関しては、LINEの経験は影響していない。謝罪に関しては、LINEの経験

の有無が、対面を選択するか非対面を選択するかに影響していることが示唆されている。

2.7　SNS、メールの可能性（問18）、難しさ（問19）

　メールで相手に正確に伝えられなかった経験（問19）、メールだから言えた経験（問18）

について見ていきたい。

　図12（a）～（b）は、それぞれ問18、19を性別とLINE利用の有無で各設問への回答を

クロス集計したものを図示したものである。

　問26-29と同様にLINE、性別、という変数の影響を確認する。

図11　告白されるとしたらどの方法がいいですか。

表１　問26-29に対するLINE、学年、性別の検定

（a）

（c）

（b）

（d）
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　このように、問18、19ともに、LINE利用者において、それぞれメールやSNSだから「言

えた経験」「伝わらなかった経験」が多いことがわかる。

　なお、どちらの経験においても、女子のほうが男子より多い。

2.8　生徒たちは、ケータイやスマホでなにをしているのか。

　以下の図が示すのは、半数以上が、

LINE（コミュニケーション）である。

それに対して調べもの、学習での利用

は非常にすくない。

図12　問18、19とLINE利用、性別のクロス

図13　何に使っているのか

（a）

（c）

（b）

（d）
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　学年性別に展開したものは、次の図になる。

 

　ここでの設問は、最も使うものを一つだけ回答するように要請しているので、LINEな

どのコミュニケーション系が大半をしめることになることは予想されたことである。次回

は、MAの選択肢として、生徒たちの情報活用度を測定できるような設問にしてみたい。

3.0　考察および課題

　以上みてきたように、生徒たちの反応は、重要な局面では対面行為を重視しているし

（2.6）、また、応答にしても極端にすぐ返信しなくてはならないという強迫的な状況に置

かれているわけでもないようである（2.5）。

　他方、LINEのような非常に使いやすいツールの登場により、ITデバイスによるコミュ

ニケーションの敷居がさがり、そのことによるコミュニケーション行為における非対面化

が進行しているように見える。

　こうした傾向を確認したうえで、以下のような課題が見えてきた。

１）	 LINEを用いて初対面の人とも連絡先を交換するという行為（なにがしかの連絡先を

交換する）をみるならば、これを、無防備であると一面的に評価するのではなく、人

間関係の構築への積極性としてみる必要もあるのではないか。もし、そうならば、

LINEの利用を、禁止、危険視するだけの教育から、LINEなどのコミュニケーション

ツールの利用方法の指導が必要になる。

２）	 コミュニケーションツールとしてのケータイ、スマホの活用は、日常生活の中から自

然成長的にひろがっていく。その意味では、声の獲得と似ている。他方、学習での利

用、調べもの、という側面は、なにがしかの教育を受けなくては、自然に活用レベル

が向上していくものではない。先の声に対比すれば、文字の獲得に似ている。

図14　あなたが最も利用する携帯電話の機能はどれですか
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　このように整理すると、LINEが爆発的に普及する中で、中学や高校の多くは、いわば

持ち込み禁止政策をとっていることを再検討する必要に迫られているのではないだろうか。

IT禁止令的な指導のもとでは、限定的なコミュニケーション利用しか成長せず、今の社

会にもとめられているIT利用の（文字通りの）リテラシーは身につかない。この傾向は

大学の教育現場でも確認されることである。講義の中でわからない言葉などをすぐに調べ

るというような使い方をできる学生もいるが、大方の学生は、そのような「器用」な使い

方はできない。講義中にスマホを使ってもいい、といえば、LINEをはじめて、おしゃべ

りモードに入ってしまう。それでは集中力が形成できないので、大学の講義でも禁止とせ

ざるを得ない。

　だが、このような禁止を中心とした、ITデバイス利用ポリシーのままでは、ネットの

パワーを活用する力は形成されないのである。

　本稿で検討しているのは、宇都宮市のある中学、高校の事例であるが、IT利用に関す

る尺度を共有できるのであれば、全国的な傾向との比較などを行いながら、ネット活用の

方向をさぐっていきたい。

■注
１）このテーマは、2012年度の実習の時に受講生と行ったディスカッションから得られた、以下の

ような「仮説」を引き継いでいる。すなわち、中学生、高校生にとって携帯電話は何ら特別なも
のではなく、生活必需品であることは誰の目にも明らかである。デジタル・ネイティブ（幼少期
からネット環境が存在し、それらに慣れ親しんで育っている世代）という言葉さえすでに死語に
なりつつあるような現在、中学生、高校生は「携帯電話でコミュニケーションすること」を「リ
アル」なコミュニケーションと区別することなく、家族や友人やその他の人達とやり取りするこ
との一部としてごく自然に行っている。だとすれば、携帯電話の使用実態から見出されるのは「携
帯電話を使うからこそ生まれる、特殊なコミュニケーションルール」なのではなく、「中学生、高
校生が他者と関わる際に用いているルールそのもの」なのではないかという「仮説」である。

　　こうした「仮説」の下、今回もこれまでに実施してきた携帯電話利用調査を踏まえながら、中学生、
高校生における友人観、友人との関係の取り方、コミュニケーションルールを浮き彫りにするこ
とを目的として、調査をデザインしている。

２）mosaicplot　通常、ある変数内のカテゴリー比率を表示する場合には、帯棒グラフが用いられる
（横幅を100％）。この場合、その変数の総数がｎ＝xxと明示されていることが必要である。ある変
数がｎ＝200で、他の変数がｎ＝10であっても、比較されるカテゴリーの変数内比率が同じ場合に
は表示上同じになってしまい、正しい比較ができないからである。しかし、このようにｎ＝xxが
明示されたとしても、帯棒グラフでは、同じ比率は、同じ幅で表現されるしかない。

　　mosaicplotは、各カテゴリーの度数を、図示されるタイルの面積で表現することにより、比率
と度数を同時に表現することを実現している。すなわち、同じ比率のものは、同じ高さである
が、度数が高いものは幅が大きなタイルとして、少ない度数のものは狭いタイルとして表示される。
加えて、期待値からの残差色分けで表示する機能も実装され、また、ログ・リニア分析で用いる
モデルでの当てはまり（すなわち残差）を表示させることも可能である。

　　Ｒでは、標準で実装されているmosaicplotの他、vcdパッケージには、機能的に拡張された
mosiacが提供されている。ただい、こちらのmosaicでは、変数名、カテゴリー名に日本語を使う
ことができないため、場合によっては、適切なrecodeを行う必要がある。

３）対応分析は、フランスのベンゼクリによって1960年代に提唱され1970年代から普及し始めた質
的データ（カテゴリカル・データ）に対する解析方法である。日本の林知己夫によって1950年代
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に提唱された数量化III類とアルゴリズムの中核は同等であるといわれている（大隅 1994）。カテ
ゴリカルデータの関連性分析においては、クロス表とそれに対するχ二乗検定が用いられる。し
かし、そこで明らかにされるのは、帰無仮説として設定された平均状態が棄却されるかどうかま
でであって関連のありようは明らかにされない。関連性の指標としては、ユールのφ、オッズ比、
などがあるが、いずれも２×２のような単純な関係にしか適用できない。この対応分析は、分析
対象の系の分散の分解をχ二乗距離の分解という技法を用いて行う。そこで得られたポイント・
スコアを用いて書く変数カテゴリの関係を図示することができる。

　　なお、この空間で表現されるものは、χ二乗距離である（Clausen 1998:11）。
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。
 

問 問問問
4 444
. ...あ

な
た

が
使

用
し

て
い

る
携

帯
電

話
あ

な
た

が
使

用
し

て
い

る
携

帯
電

話
あ

な
た

が
使

用
し

て
い

る
携

帯
電

話
あ

な
た

が
使

用
し

て
い

る
携

帯
電

話
の

機
種

は
な

ん
で

す
か

？
の

機
種

は
な

ん
で

す
か

？
の

機
種

は
な

ん
で

す
か

？
の

機
種

は
な

ん
で

す
か

？
    

1.
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

(i
P
h
o
ne

、
an

dr
o
id

な
ど

) 

2.
ガ

ラ
ケ

ー
 

問 問問問
5 555
. ...あ

な
た

は
あ

な
た

は
あ

な
た

は
あ

な
た

は
L
IN

E
L
IN

E
L
IN

E
L
IN

E
を

使
用

し
て

い
ま

す
か

？
を

使
用

し
て

い
ま

す
か

？
を

使
用

し
て

い
ま

す
か

？
を

使
用

し
て

い
ま

す
か

？
    

1.
使

用
し

て
い

る
 

2.
使

用
し

て
い

な
い

が
、

今
後

使
用

し
た

い
と

思
っ

て
い

る
 

3.
使

用
し

て
お

ら
ず

、
今

後
も

使
用

し
た

い
と

は
思

わ
な

い
 

問 問問問
6 666
. ...あ

な
た

は
あ

な
た

は
あ

な
た

は
あ

な
た

は
ク

ラ
ス

メ
イ

ト
か

ら
「連

絡
先

を
交

換
し

よ
う

」と
言

わ
れ

ま
し

た
。

あ
な

た
な

ら
ク

ラ
ス

メ
イ

ト
か

ら
「連

絡
先

を
交

換
し

よ
う

」と
言

わ
れ

ま
し

た
。

あ
な

た
な

ら
ク

ラ
ス

メ
イ

ト
か

ら
「連

絡
先

を
交

換
し

よ
う

」と
言

わ
れ

ま
し

た
。

あ
な

た
な

ら
ク

ラ
ス

メ
イ

ト
か

ら
「連

絡
先

を
交

換
し

よ
う

」と
言

わ
れ

ま
し

た
。

あ
な

た
な

ら
、 、、、

そ
の

人
と

ど
の

そ
の

人
と

ど
の

そ
の

人
と

ど
の

そ
の

人
と

ど
の

連
絡

先
を

交
換

し
ま

す
か

？
連

絡
先

を
交

換
し

ま
す

か
？

連
絡

先
を

交
換

し
ま

す
か

？
連

絡
先

を
交

換
し

ま
す

か
？

    
一

つ
だ

け
お

答
え

く
だ

さ
い

。
一

つ
だ

け
お

答
え

く
だ

さ
い

。
一

つ
だ

け
お

答
え

く
だ

さ
い

。
一

つ
だ

け
お

答
え

く
だ

さ
い

。
    

1.
 
電

話
番

号
  

2.
 
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

  

3.
 L

IN
E

の
ID

 

4.
 
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

以
外

の
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

サ
ー

ビ
ス

の
ア

カ
ウ

ン
ト

  

5.
 
何

も
教

え
な

い
 
 

問 問問問
7 777
. ...知

り
合

っ
た

ば
か

り
の

人
に

「連
絡

先
を

交
換

し
よ

う
」と

言
わ

れ
ま

し
た

。
あ

な
た

な
ら

知
り

合
っ

た
ば

か
り

の
人

に
「連

絡
先

を
交

換
し

よ
う

」と
言

わ
れ

ま
し

た
。

あ
な

た
な

ら
知

り
合

っ
た

ば
か

り
の

人
に

「連
絡

先
を

交
換

し
よ

う
」と

言
わ

れ
ま

し
た

。
あ

な
た

な
ら

知
り

合
っ

た
ば

か
り

の
人

に
「連

絡
先

を
交

換
し

よ
う

」と
言

わ
れ

ま
し

た
。

あ
な

た
な

ら
、 、、、

そ
の

人
と

そ
の

人
と

そ
の

人
と

そ
の

人
と

ど
の

ど
の

ど
の

ど
の

連
絡

先
を

交
換

し
ま

す
か

？
連

絡
先

を
交

換
し

ま
す

か
？

連
絡

先
を

交
換

し
ま

す
か

？
連

絡
先

を
交

換
し

ま
す

か
？

一
つ

だ
け

お
答

え
く
だ

さ
い

。
一

つ
だ

け
お

答
え

く
だ

さ
い

。
一

つ
だ

け
お

答
え

く
だ

さ
い

。
一

つ
だ

け
お

答
え

く
だ

さ
い

。
    

1.
 
電

話
番

号
 

2.
 
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

 

3.
 L

IN
E

の
ID

 

4.
 
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

・L
IN

E
以

外
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
サ

ー
ビ

ス
の

ア
カ

ウ
ン

ト
 

5.
 
何

も
教

え
な

い
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 問 問問問
8 888
. . . . 

教
え

る
必

要
が

な
い

と
思

う
も

の
は

何
で

す
か

。
教

え
る

必
要

が
な

い
と

思
う

も
の

は
何

で
す

か
。

教
え

る
必

要
が

な
い

と
思

う
も

の
は

何
で

す
か

。
教

え
る

必
要

が
な

い
と

思
う

も
の

は
何

で
す

か
。

一
つ

だ
け

お
答

え
く
だ

さ
い

。
一

つ
だ

け
お

答
え

く
だ

さ
い

。
一

つ
だ

け
お

答
え

く
だ

さ
い

。
一

つ
だ

け
お

答
え

く
だ

さ
い

。
    

1.
 
電

話
番

号
  

2.
 
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

 

3.
 L

IN
E

の
ID

 
 

4.
 
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

・L
IN

E
以

外
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
サ

ー
ビ

ス
の

ア
カ

ウ
ン

ト
 
 

5.
 
全

て
教

え
る

 
 

問 問問問
9 999
. ...「 「「「

○
○

○
○

○
○

○
○

さ
ん

か
ら

教
え

て
も

ら
っ

た
ん

で
す

が
～

」の
よ

う
に

、
さ

ん
か

ら
教

え
て

も
ら

っ
た

ん
で

す
が

～
」の

よ
う

に
、

さ
ん

か
ら

教
え

て
も

ら
っ

た
ん

で
す

が
～

」の
よ

う
に

、
さ

ん
か

ら
教

え
て

も
ら

っ
た

ん
で

す
が

～
」の

よ
う

に
、

友
人

友
人

友
人

友
人

が ががが
自

分
の

連
絡

先
を

自
分

の
連

絡
先

を
自

分
の

連
絡

先
を

自
分

の
連

絡
先

を
勝

手
に

勝
手

に
勝

手
に

勝
手

に
知

ら
な

知
ら

な
知

ら
な

知
ら

な

い
人

に
教

え
て

い
た

場
合

、
友

人
の

行
為

を
ど

う
思

い
ま

す
か

？
い

人
に

教
え

て
い

た
場

合
、

友
人

の
行

為
を

ど
う

思
い

ま
す

か
？

い
人

に
教

え
て

い
た

場
合

、
友

人
の

行
為

を
ど

う
思

い
ま

す
か

？
い

人
に

教
え

て
い

た
場

合
、

友
人

の
行

為
を

ど
う

思
い

ま
す

か
？

    
    

1.
 
不

快
に

思
う

  

2.
 
気

に
な

ら
な

い
  

問 問問問
10 101
0

10
. ...『 『『『

問 問問問
9 999
』 』』』
で

も
し

事
前

に
一

言
あ

っ
た

場
合

ど
う

感
じ

ま
す

か
？

で
も

し
事

前
に

一
言

あ
っ

た
場

合
ど

う
感

じ
ま

す
か

？
で

も
し

事
前

に
一

言
あ

っ
た

場
合

ど
う

感
じ

ま
す

か
？

で
も

し
事

前
に

一
言

あ
っ

た
場

合
ど

う
感

じ
ま

す
か

？
    
    

1.
 
そ

れ
な

ら
ば

不
快

に
思

わ
な

い
 
 

2.
 
そ

れ
で

も
不

快
に

思
う

 
 

3.
 
『問

9』
で

気
に

な
ら

な
い

と
答

え
た

 
 

問 問問問
11 111
1

11
. ...友

達
か

ら
友

達
か

ら
友

達
か

ら
友

達
か

ら
、 、、、

あ
な

た
と

仲
良

し
の

子
の

連
絡

先
を

教
え

て
欲

し
い

あ
な

た
と

仲
良

し
の

子
の

連
絡

先
を

教
え

て
欲

し
い

あ
な

た
と

仲
良

し
の

子
の

連
絡

先
を

教
え

て
欲

し
い

あ
な

た
と

仲
良

し
の

子
の

連
絡

先
を

教
え

て
欲

し
い

と
言

わ
れ

ま
し

た
と

言
わ

れ
ま

し
た

と
言

わ
れ

ま
し

た
と

言
わ

れ
ま

し
た

。
あ

な
た

な
ら

ど
う

し
。

あ
な

た
な

ら
ど

う
し

。
あ

な
た

な
ら

ど
う

し
。

あ
な

た
な

ら
ど

う
し

ま
す

か
？

ま
す

か
？

ま
す

か
？

ま
す

か
？

    
    

1.
友

人
に

一
言

入
れ

て
教

え
る

 

2.
友

人
に

一
言

入
れ

な
い

で
教

え
る

 

3.
 
教

え
な

い
 
 

問 問問問
12 121
2

12
. ...あ

な
た

は
友

達
と

メ
ー

ル
な

ど
を

し
て

い
る

最
中

、
用

事
な

ど
で

し
ば

ら
く
返

信
が

で
き

な
さ

そ
う

に
な

っ
た

あ
な

た
は

友
達

と
メ

ー
ル

な
ど

を
し

て
い

る
最

中
、

用
事

な
ど

で
し

ば
ら

く
返

信
が

で
き

な
さ

そ
う

に
な

っ
た

あ
な

た
は

友
達

と
メ

ー
ル

な
ど

を
し

て
い

る
最

中
、

用
事

な
ど

で
し

ば
ら

く
返

信
が

で
き

な
さ

そ
う

に
な

っ
た

あ
な

た
は

友
達

と
メ

ー
ル

な
ど

を
し

て
い

る
最

中
、

用
事

な
ど

で
し

ば
ら

く
返

信
が

で
き

な
さ

そ
う

に
な

っ
た

場
合

、
「

場
合

、
「

場
合

、
「

場
合

、
「
○

○
○

○
○

○
○

○
だ

か
ら

、
ま

た
ね

」な
ど

の
連

絡
を

し
ま

す
か

？
だ

か
ら

、
ま

た
ね

」な
ど

の
連

絡
を

し
ま

す
か

？
だ

か
ら

、
ま

た
ね

」な
ど

の
連

絡
を

し
ま

す
か

？
だ

か
ら

、
ま

た
ね

」な
ど

の
連

絡
を

し
ま

す
か

？
    
    

1.
必

ず
す

る
 

2.
と

き
ど

き
す

る
 

3.
あ

ま
り

し
な

い
 

4.
全

く
し

な
い
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 問 問問問
13 131
3

13
. ...友

人
か

ら
メ

ー
ル

や
友

人
か

ら
メ

ー
ル

や
友

人
か

ら
メ

ー
ル

や
友

人
か

ら
メ

ー
ル

や
L
IN

E
L
IN

E
L
IN

E
L
IN

E
な

ど
な

ど
な

ど
な

ど
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
な

ど
が

来
た

ら
、

ど
れ

く
ら

い
の

タ
イ

ミ
ン

グ
で

返
信

し
ま

の
メ

ッ
セ

ー
ジ

な
ど

が
来

た
ら

、
ど

れ
く
ら

い
の

タ
イ

ミ
ン

グ
で

返
信

し
ま

の
メ

ッ
セ

ー
ジ

な
ど

が
来

た
ら

、
ど

れ
く
ら

い
の

タ
イ

ミ
ン

グ
で

返
信

し
ま

の
メ

ッ
セ

ー
ジ

な
ど

が
来

た
ら

、
ど

れ
く
ら

い
の

タ
イ

ミ
ン

グ
で

返
信

し
ま

す
か

？
す

か
？

す
か

？
す

か
？

    

1.
す

ぐ
（５

分
以

内
）
 

2.
３

０
分

以
内

 

3.
１

時
間

以
内

 

4.
１

日
以

内
 

5.
時

間
は

関
係

な
い

 

問 問問問
14 141
4

14
. ...友

人
へ

友
人

へ
友

人
へ

友
人

へ
メ

ー
ル

や
メ

ー
ル

や
メ

ー
ル

や
メ

ー
ル

や
L
IN

E
L
IN

E
L
IN

E
L
IN

E
な

ど
な

ど
な

ど
な

ど
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
な

ど
を

送
っ

た
と

き
、

ど
れ

く
ら

い
の

タ
イ

ミ
ン

グ
で

返
信

し
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
な

ど
を

送
っ

た
と

き
、

ど
れ

く
ら

い
の

タ
イ

ミ
ン

グ
で

返
信

し
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
な

ど
を

送
っ

た
と

き
、

ど
れ

く
ら

い
の

タ
イ

ミ
ン

グ
で

返
信

し
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
な

ど
を

送
っ

た
と

き
、

ど
れ

く
ら

い
の

タ
イ

ミ
ン

グ
で

返
信

し

て
ほ

し
い

と
思

っ
て

い
ま

す
か

？
て

ほ
し

い
と

思
っ

て
い

ま
す

か
？

て
ほ

し
い

と
思

っ
て

い
ま

す
か

？
て

ほ
し

い
と

思
っ

て
い

ま
す

か
？

    

1.
す

ぐ
（５

分
以

内
）
 

2.
３

０
分

以
内

 

3.
１

時
間

以
内

 

4.
１

日
以

内
 

5.
時

間
は

関
係

な
い

 

問 問問問
15 151
5

15
. ...友

人
と

実
際

に
会

っ
て

い
る

と
き

に
、

他
の

友
人

か
ら

Ｌ
ＩＮ

Ｅ
や

メ
ー

ル
が

来
た

場
合

、
あ

な
友

人
と

実
際

に
会

っ
て

い
る

と
き

に
、

他
の

友
人

か
ら

Ｌ
ＩＮ

Ｅ
や

メ
ー

ル
が

来
た

場
合

、
あ

な
友

人
と

実
際

に
会

っ
て

い
る

と
き

に
、

他
の

友
人

か
ら

Ｌ
ＩＮ

Ｅ
や

メ
ー

ル
が

来
た

場
合

、
あ

な
友

人
と

実
際

に
会

っ
て

い
る

と
き

に
、

他
の

友
人

か
ら

Ｌ
ＩＮ

Ｅ
や

メ
ー

ル
が

来
た

場
合

、
あ

な
た

は
い

つ
た

は
い

つ
た

は
い

つ
た

は
い

つ

返
信

し
ま

す
か

？
返

信
し

ま
す

か
？

返
信

し
ま

す
か

？
返

信
し

ま
す

か
？

 

1.
す

ぐ
に

返
信

す
る

 

2.
友

人
の

見
て

い
な

い
と

こ
ろ

で
返

信
す

る
 

3.
友

人
と

別
れ

た
後

に
返

信
す

る
 

問 問問問
1
6

1
61
6

1
6
. ...友

人
と

実
際

に
会

っ
て

い
る

と
き

に
、

そ
の

友
人

が
Ｌ

ＩＮ
Ｅ

や
メ

ー
ル

を
し

て
い

る
場

合
、

あ
な

た
は

ど
う

友
人

と
実

際
に

会
っ

て
い

る
と

き
に

、
そ

の
友

人
が

Ｌ
ＩＮ

Ｅ
や

メ
ー

ル
を

し
て

い
る

場
合

、
あ

な
た

は
ど

う
友

人
と

実
際

に
会

っ
て

い
る

と
き

に
、

そ
の

友
人

が
Ｌ

ＩＮ
Ｅ

や
メ

ー
ル

を
し

て
い

る
場

合
、

あ
な

た
は

ど
う

友
人

と
実

際
に

会
っ

て
い

る
と

き
に

、
そ

の
友

人
が

Ｌ
ＩＮ

Ｅ
や

メ
ー

ル
を

し
て

い
る

場
合

、
あ

な
た

は
ど

う

思
い

ま
す

か
？

思
い

ま
す

か
？

思
い

ま
す

か
？

思
い

ま
す

か
？

    

1.
不

愉
快

に
感

じ
る

 

2.
気

に
な

ら
な

い
 

問 問問問
1
7
.

1
7
.

1
7
.

1
7
.あ

な
た

は
相

手
の

寝
て

い
る

時
間

を
考

え
て

メ
ー

ル
あ

な
た

は
相

手
の

寝
て

い
る

時
間

を
考

え
て

メ
ー

ル
あ

な
た

は
相

手
の

寝
て

い
る

時
間

を
考

え
て

メ
ー

ル
あ

な
た

は
相

手
の

寝
て

い
る

時
間

を
考

え
て

メ
ー

ル
や ややや

L
IN

E
L
IN

E
L
IN

E
L
IN

E
な

ど
を

送
り

ま
す

か
な

ど
を

送
り

ま
す

か
な

ど
を

送
り

ま
す

か
な

ど
を

送
り

ま
す

か
? ? ? ? 

    

1.
 
は

い
  

2.
 
い

い
え
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 問 問問問
18 181
8

18
. ...メ

ー
ル

メ
ー

ル
メ

ー
ル

メ
ー

ル
や ややや

L
IN

E
L
IN

E
L
IN

E
L
IN

E
な

ど
で

し
か

言
え

な
か

っ
た

こ
と

は
あ

り
ま

す
か

？
な

ど
で

し
か

言
え

な
か

っ
た

こ
と

は
あ

り
ま

す
か

？
な

ど
で

し
か

言
え

な
か

っ
た

こ
と

は
あ

り
ま

す
か

？
な

ど
で

し
か

言
え

な
か

っ
た

こ
と

は
あ

り
ま

す
か

？
    
    

1．
 
は

い
  

2．
 
い

い
え

  

問 問問問
19 191
9

19
. ...メ

ー
ル

メ
ー

ル
メ

ー
ル

メ
ー

ル
や ややや

L
IN

E
L
IN

E
L
IN

E
L
IN

E
な

ど
で

な
ど

で
な

ど
で

な
ど

で
、 、、、

相
手

に
意

図
が

伝
わ

ら
な

か
っ

た
経

験
は

あ
り

ま
す

か
？

相
手

に
意

図
が

伝
わ

ら
な

か
っ

た
経

験
は

あ
り

ま
す

か
？

相
手

に
意

図
が

伝
わ

ら
な

か
っ

た
経

験
は

あ
り

ま
す

か
？

相
手

に
意

図
が

伝
わ

ら
な

か
っ

た
経

験
は

あ
り

ま
す

か
？

    

1．
 
は

い
  

2．
 
い

い
え

 

問 問問問
20 202
0

20
. ...Ｌ

ＩＮ
Ｅ

な
ど

で
、

メ
ッ

セ
ー

ジ
の

Ｌ
ＩＮ

Ｅ
な

ど
で

、
メ

ッ
セ

ー
ジ

の
Ｌ

ＩＮ
Ｅ

な
ど

で
、

メ
ッ

セ
ー

ジ
の

Ｌ
ＩＮ

Ｅ
な

ど
で

、
メ

ッ
セ

ー
ジ

の
切

り
ど

き
が

わ
か

ら
な

い
と

思
っ

た
と

き
は

あ
り

ま
す

か
？

切
り

ど
き

が
わ

か
ら

な
い

と
思

っ
た

と
き

は
あ

り
ま

す
か

？
切

り
ど

き
が

わ
か

ら
な

い
と

思
っ

た
と

き
は

あ
り

ま
す

か
？

切
り

ど
き

が
わ

か
ら

な
い

と
思

っ
た

と
き

は
あ

り
ま

す
か

？
    
    

1.
よ

く
あ

る
 

2.
と

き
ど

き
あ

る
 

3.
あ

ま
り

な
い

 

4.
全

く
な

い
 

問 問問問
21 212
1

21
. ...L

IN
E

L
IN

E
L
IN

E
L
IN

E
や

そ
の

他
の

や
そ

の
他

の
や

そ
の

他
の

や
そ

の
他

の
S
N

S
S
N

S
S
N

S
S
N

S
で

メ
ッ

セ
ー

ジ
を

送
る

と
き

、
で

メ
ッ

セ
ー

ジ
を

送
る

と
き

、
で

メ
ッ

セ
ー

ジ
を

送
る

と
き

、
で

メ
ッ

セ
ー

ジ
を

送
る

と
き

、
最

も
最

も
最

も
最

も
送

る
送

る
送

る
送

る
回

数
の

多
い

回
数

の
多

い
回

数
の

多
い

回
数

の
多

い
も

の
も

の
も

の
も

の
は

ど
れ

で
す

か
は

ど
れ

で
す

か
は

ど
れ

で
す

か
は

ど
れ

で
す

か
？ ？？？

    
    

1.
ス

タ
ン

プ
の

み
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
 

2.
「そ

れ
な

」
（同

意
の

意
味

）
、

「り
ょ

！
」(

了
解

の
意

味
)と

い
っ

た
字

数
の

少
な

い
(5

文
字

以
下

)メ
ッ

セ
ー

ジ
  

3.
顔

文
字

・絵
文

字
を

使
用

し
た

メ
ッ

セ
ー

ジ
（１

文
以

上
）
 

4.
顔

文
字

・絵
文

字
を

使
用

し
な

い
文

字
の

み
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
(１

文
以

上
) 

5.
こ

の
中

に
は

な
い

 

問 問問問
22 222
2

22
. ...L

IN
E

L
IN

E
L
IN

E
L
IN

E
や

そ
の

他
の

Ｓ
Ｎ

Ｓ
の

や
そ

の
他

の
Ｓ

Ｎ
Ｓ

の
や

そ
の

他
の

Ｓ
Ｎ

Ｓ
の

や
そ

の
他

の
Ｓ

Ｎ
Ｓ

の
有

料
ス

タ
ン

プ
有

料
ス

タ
ン

プ
有

料
ス

タ
ン

プ
有

料
ス

タ
ン

プ
な

ど
な

ど
な

ど
な

ど
を

購
入

し
た

こ
と

が
あ

り
ま

す
か

？
を

購
入

し
た

こ
と

が
あ

り
ま

す
か

？
を

購
入

し
た

こ
と

が
あ

り
ま

す
か

？
を

購
入

し
た

こ
と

が
あ

り
ま

す
か

？
    
    

1.
よ

く
あ

る
 

2.
と

き
ど

き
あ

る
 

3.
あ

ま
り

な
い

 

4.
全

く
な

い
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 問 問問問
23 232
3

23
. ...あ

な
た

あ
な

た
あ

な
た

あ
な

た
は

、
平

均
し

て
一

日
ど

の
く
ら

い
は

、
平

均
し

て
一

日
ど

の
く
ら

い
は

、
平

均
し

て
一

日
ど

の
く
ら

い
は

、
平

均
し

て
一

日
ど

の
く
ら

い
携

帯
電

話
携

帯
電

話
携

帯
電

話
携

帯
電

話
を

使
い

ま
す

か
？

を
使

い
ま

す
か

？
を

使
い

ま
す

か
？

を
使

い
ま

す
か

？
    

1.
３

０
分

未
満

 

2.
１

時
間

～
２

時
間

 

3.
２

時
間

以
上

 

問 問問問
24 242
4

24
. ...日

常
生

活
に

お
い

て
、

日
常

生
活

に
お

い
て

、
日

常
生

活
に

お
い

て
、

日
常

生
活

に
お

い
て

、
あ

な
た

は
携

帯
電

話
あ

な
た

は
携

帯
電

話
あ

な
た

は
携

帯
電

話
あ

な
た

は
携

帯
電

話
を ををを

何
に

利
用

し
ま

す
か

？
何

に
利

用
し

ま
す

か
？

何
に

利
用

し
ま

す
か

？
何

に
利

用
し

ま
す

か
？

一
つ

だ
け

お
答

え
く
だ

さ
い

。
一

つ
だ

け
お

答
え

く
だ

さ
い

。
一

つ
だ

け
お

答
え

く
だ

さ
い

。
一

つ
だ

け
お

答
え

く
だ

さ
い

。
    

1.
友

人
や

家
族

な
ど

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
 

2.
娯

楽
と

し
て

 

3.
調

べ
も

の
 

4.
学

習
の

た
め

 

5.
カ

レ
ン

ダ
ー

や
時

計
の

代
わ

り
と

し
て

 

問 問問問
25 252
5

25
. ...以

下
の

う
ち

、
以

下
の

う
ち

、
以

下
の

う
ち

、
以

下
の

う
ち

、
あ

な
た

が
あ

な
た

が
あ

な
た

が
あ

な
た

が
最

も
利

用
す

る
携

帯
電

話
最

も
利

用
す

る
携

帯
電

話
最

も
利

用
す

る
携

帯
電

話
最

も
利

用
す

る
携

帯
電

話
の

機
能

は
ど

れ
で

す
か

？
の

機
能

は
ど

れ
で

す
か

？
の

機
能

は
ど

れ
で

す
か

？
の

機
能

は
ど

れ
で

す
か

？
一

つ
だ

け
お

答
え

く
だ

さ
一

つ
だ

け
お

答
え

く
だ

さ
一

つ
だ

け
お

答
え

く
だ

さ
一

つ
だ

け
お

答
え

く
だ

さ

い
。

い
。

い
。

い
。

    

1.
メ

ー
ル

 
 

2.
L
IN

E
 

 
3.

そ
の

ほ
か

の
S
N

S
（
tw

it
te

r、
fa

ce
b
o
ok

な
ど

） 
 

4.
ゲ

ー
ム

 

5.
ネ

ッ
ト

検
索

 
 

6
.辞

書
・電

卓
 

 
7
.電

話
  

8.
音

楽
/動

画
鑑

賞
  

9.
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
帳

  

  
1
0.

時
計

/
目

覚
ま

し
時

計
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 ■
B

■
B

■
B

■
B

パ
ー

ト
パ

ー
ト

パ
ー

ト
パ

ー
ト

    
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
    

※
B

パ
ー

ト
は

全
員

回
答

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 

問 問問問
26 262
6

26
. ...あ

な
た

が
好

き
な

人
に

告
白

さ
れ

る
と

し
た

ら
あ

な
た

が
好

き
な

人
に

告
白

さ
れ

る
と

し
た

ら
あ

な
た

が
好

き
な

人
に

告
白

さ
れ

る
と

し
た

ら
あ

な
た

が
好

き
な

人
に

告
白

さ
れ

る
と

し
た

ら
、 、、、

ど
の

よ
う

な
方

法
で

告
白

さ
れ

た
い

で
す

か
ど

の
よ

う
な

方
法

で
告

白
さ

れ
た

い
で

す
か

ど
の

よ
う

な
方

法
で

告
白

さ
れ

た
い

で
す

か
ど

の
よ

う
な

方
法

で
告

白
さ

れ
た

い
で

す
か

？ ？？？
    

1
．

 
直

接
伝

え
て

ほ
し

い
  

2
．

 
メ

ー
ル

や
電

話
で

面
と

向
か

わ
ず

に
伝

え
て

ほ
し

い
 

問 問問問
27 272
7

27
. ...あ

な
た

あ
な

た
あ

な
た

あ
な

た
が

好
き

な
人

に
告

白
す

る
と

し
た

ら
が

好
き

な
人

に
告

白
す

る
と

し
た

ら
が

好
き

な
人

に
告

白
す

る
と

し
た

ら
が

好
き

な
人

に
告

白
す

る
と

し
た

ら
、 、、、

ど
の

よ
う

な
方

法
で

告
白

し
ま

す
か

ど
の

よ
う

な
方

法
で

告
白

し
ま

す
か

ど
の

よ
う

な
方

法
で

告
白

し
ま

す
か

ど
の

よ
う

な
方

法
で

告
白

し
ま

す
か

？ ？？？
    

1
．

 
直

接
伝

え
る

 

2
．

 
メ

ー
ル

や
電

話
で

面
と

向
か

わ
ず

に
伝

え
る

 

問 問問問
28 282
8

28
. . . . 

あ
な

た
が

友
人

に
謝

罪
あ

な
た

が
友

人
に

謝
罪

あ
な

た
が

友
人

に
謝

罪
あ

な
た

が
友

人
に

謝
罪

さ
れ

る
と

し
た

ら
さ

れ
る

と
し

た
ら

さ
れ

る
と

し
た

ら
さ

れ
る

と
し

た
ら

、
ど

の
よ

う
な

方
法

で
謝

罪
、

ど
の

よ
う

な
方

法
で

謝
罪

、
ど

の
よ

う
な

方
法

で
謝

罪
、

ど
の

よ
う

な
方

法
で

謝
罪

さ
れ

た
い

で
す

か
さ

れ
た

い
で

す
か

さ
れ

た
い

で
す

か
さ

れ
た

い
で

す
か

？ ？？？
    

1
．

 
直

接
伝

え
て

ほ
し

い
  

2
．

 
メ

ー
ル

や
電

話
で

面
と

向
か

わ
ず

に
伝

え
て

ほ
し

い
 

問 問問問
29 292
9

29
. ...    

あ
な

た
が

友
人

に
謝

罪
あ

な
た

が
友

人
に

謝
罪

あ
な

た
が

友
人

に
謝

罪
あ

な
た

が
友

人
に

謝
罪

す
る

と
し

た
ら

す
る

と
し

た
ら

す
る

と
し

た
ら

す
る

と
し

た
ら

、
ど

の
よ

う
な

方
法

で
謝

罪
、

ど
の

よ
う

な
方

法
で

謝
罪

、
ど

の
よ

う
な

方
法

で
謝

罪
、

ど
の

よ
う

な
方

法
で

謝
罪

し
ま

す
か

し
ま

す
か

し
ま

す
か

し
ま

す
か

？ ？？？
    

1
．

 
直

接
伝

え
る

 

2
．

 
メ

ー
ル

や
電

話
で

面
と

向
か

わ
ず

に
伝

え
る

 

問 問問問
30 303
0

30
. ...以

下
の

う
ち

、
以

下
の

う
ち

、
以

下
の

う
ち

、
以

下
の

う
ち

、
あ

な
た

が
あ

な
た

が
あ

な
た

が
あ

な
た

が
こ

れ
か

ら
使

こ
れ

か
ら

使
こ

れ
か

ら
使

こ
れ

か
ら

使
っ

て
み

た
い

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
っ

て
み

た
い

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
っ

て
み

た
い

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
っ

て
み

た
い

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
サ

ー
ビ

ス
は

あ
り

ま
す

か
？

サ
ー

ビ
ス

は
あ

り
ま

す
か

？
サ

ー
ビ

ス
は

あ
り

ま
す

か
？

サ
ー

ビ
ス

は
あ

り
ま

す
か

？
あ

て
は

あ
て

は
あ

て
は

あ
て

は

ま
る

も
の

全
て

に
マ

ー
ク

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

る
も

の
全

て
に

マ
ー

ク
し

て
く
だ

さ
い

。
ま

る
も

の
全

て
に

マ
ー

ク
し

て
く
だ

さ
い

。
ま

る
も

の
全

て
に

マ
ー

ク
し

て
く
だ

さ
い

。
    

1.
メ

ー
ル

 
 

 
2
. 
T
w

it
te

r 
 

 
3.

F
ac

eB
o
ok

 
 

4.
m

ix
i 

 
5.

L
IN

E
 
 

 
6
.S

ky
pe

  

7.
G

O
O

G
L
E
＋

 
 

 
8.

 G
R
E
E
 
  

9.
モ

バ
ゲ

ー
 
  

10
. 

ど
れ

も
使

い
た

く
な

い
。

 
 

      

ご
協

力
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
 



403

中学生・高校生の携帯電話利用に表れたコミュニケーション・ルール（３）

A-2　回答用紙（マークシート）

　今回も使用したのは、スキャネット株式会社の汎用マークシートシート（SN-0044）で

ある。これを、調査票の設問形式にあわせてカスタマイズを行っている。

・スキャネット株式会社　http://www.scanet.jp/

　Ａ５　10択、30問 SN-0044（http://www.scanet.jp/items/sn0044.html）

　属性は、11桁数字のところを二ケタのみ利用し、一桁で学年を、もう一桁で性別を表現

している。
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A-3　基本集計表
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中学生・高校生の携帯電話利用に表れたコミュニケーション・ルール（３）
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中学生・高校生の携帯電話利用に表れたコミュニケーション・ルール（３）



408

A-4　調査実習の過程

⃝	 ４月～５月　先行する実習、とりわけ前年度の実習報告書を読み込み、実習のゴール

を整理する。この過程で実際にデータの整理をExcelを用いて行い、自分たちが収集

した調査データを処理する練習を行う。

⃝	 ６月　調査のデザインを行い、調査票にまとめる。調査項目の全体像を把握するため

に、マインドマップを活用する。またマークシート回答用紙の仕様書の作成、印刷の

外注、を行う。協力校である中学校、高校に事前の相談を行うが、その際に持参する

「協力依頼状」を作成する。この過程でガントチャートを用いたスケジュール管理（プ

ロジェクトマネジメント）を学ぶ。

⃝	 ６月末、各校に配布する調査用の封筒パック（担任の先生宛の協力依頼、手順書、調

査票、回答用紙）を準備し、打ち合わせに基づいて、期日までに搬入。

⃝	 ７月20日前後、実査済の封筒を受け取りにいく。

⃝	 その後、スキャナーを用いてマークシートをデータ化し、それをもとに、データの分

析に入る。
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A-5 学園祭（「作新祭」2014年11月08日～09日）での調査実習中間報告のパネル展示


